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熊
野
信
仰
に
お
け
る
「
五
衰
殿
女
御
譚
」
の
形
成

小　

川　

路　

世

は
じ
め
に

　
『
熊
野
の
本
地
』
と
題
さ
れ
た
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
あ
る
。
松
本
隆
信
氏
は
、

『
神
道
集
』
に
同
じ
内
容
の
本
地
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

根
拠
と
し
て
、
こ
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
南
北
朝
時
代
ま
で
に
成
立
し
て
い
た

と
指
摘
し
て
い
る）

1
（

。

　

し
か
し
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
と
、
小
稿
に
取

り
上
げ
る
『
熊
野
の
本
地
』
と
で
は
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
を
見
い
だ
す

こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
相
違
点
の
う
ち
、
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
の
が
「
五

衰
殿
の
女
御
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
な
の
で
あ
る
。
以
下
小

稿
で
は
、『
法
華
経
』
の
功
徳
を
も
っ
て
「
五
衰
殿
の
女
御
」
が
天
界
に
生

ま
れ
、「
神
」
と
し
て
熊
野
に
垂
迹
す
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
取
り
上
げ
、『
法

華
経
』
功
徳
譚
と
し
て
「
五
衰
殿
の
女
御
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
モ
ノ
ガ
タ

リ
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
熊
野
に
お
け
る

法
華
信
仰
、
さ
ら
に
は
、
法
華
信
仰
に
裏
付
け
ら
れ
る
女
人
往
生
を
具
現

す
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
し
て
『
熊
野
の
本
地
』
が
作
成
さ
れ
た
過
程
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
『
神
道
集
』「
熊
野
権
現
事
」
と
『
熊
野
の
本
地
』
の
原
拠

　

松
本
隆
信
氏
は
『
熊
野
の
本
地
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る）

2
（

。『
神
道
集
』
に
至
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
姿
を
あ
ら
わ
し
、
以
後
、
熊

野
権
現
の
縁
起
を
語
る
物
語
と
し
て
広
く
流
布
し
た
五
衰
殿
物
語
は
、

そ
の
典
拠
と
な
っ
た
目
す
べ
き
説
話
を
仏
典
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
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で
き
る
。
そ
れ
は
、『
旃
陀
越
国
王
経
』
で
あ
る
。

ま
た
、
松
本
氏
は
、
数
多
く
伝
存
す
る
『
熊
野
の
本
地
』
諸
本
を
整
理
し

て
、
次
の
よ
う
に
系
統
付
け
た）

3
（

。

室
町
時
代
後
期
か
ら
桃
山
時
代
頃
の
絵
巻
・
奈
良
絵
本
を
は
じ
め
写

本
が
非
常
に
多
く
、
版
本
に
も
寛
永
頃
の
丹
緑
本
・
寛
永
八
年
版
・

元
禄
頃
の
井
筒
屋
版
等
が
あ
る
。
本
文
も
諸
本
の
間
で
複
雑
な
異
同

を
示
し
て
い
る
が
、
中
で
、
杭
全
神
社
蔵
室
町
末
期
絵
巻
・
天
理
図

書
館
蔵
元
和
八
年
絵
巻
・
丹
緑
本
以
下
の
版
本
系
で
は
、
終
り
に
五

衰
殿
女
御
が
聖
の
修
法
に
よ
っ
て
蘇
生
す
る
こ
と
を
述
べ
る
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　

松
本
氏
は
、『
熊
野
の
本
地
』
と
題
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
が
数
多
く
伝
存
し

て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
数
多
く
伝
存
す
る
テ
ク
ス
ト
を
系
統
付
け
れ
ば
、

大
き
く
は
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
終
り
に
五
衰
殿
女
御
が
聖
の
修
法
に
よ
っ
て
蘇
生
す
る
こ
と
を
述
べ
る
の

が
特
徴
的
」
で
あ
り
、「
五
衰
殿
の
女
御
が
蘇
生
し
て
、
息
子
で
あ
る
王
子

や
王
、
彼
ら
を
導
く
僧
侶
ら
と
と
も
に
神
と
し
て
熊
野
に
垂
迹
す
る
」
ま

で
を
語
る
系
統
と
、「
五
衰
殿
の
女
御
が
蘇
生
せ
ず
、
息
子
で
あ
る
王
子
に

供
養
さ
れ
る
が
、
彼
ら
と
と
も
に
神
と
し
て
垂
迹
す
る
」
こ
と
を
語
ら
な

い
系
統
と
に
分
類
し
た
わ
け
で
あ
る）

4
（

。　

小
稿
に
取
り
上
げ
る
の
は
『
熊
野

の
本
地
』
諸
本
の
う
ち
の
前
者
、
つ
ま
り
「
五
衰
殿
の
女
御
が
蘇
生
し
て
、

息
子
で
あ
る
王
子
や
王
、
彼
ら
を
導
く
僧
侶
ら
と
と
も
に
神
と
し
て
熊
野

に
垂
迹
す
る
」
系
統
で
あ
る
の
だ
が
、
ま
ず
、
こ
の
系
統
に
「
特
徴
的
」

で
あ
る
と
松
本
氏
が
指
摘
し
た
展
開
が
、
熊
野
に
お
け
る
縁
起
譚
と
し
て

伝
え
ら
れ
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
に
お
い
て
「
特
徴
的
」、
言
い
換
え
る
と
す
れ
ば

「
独
自
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
『
熊
野
の
本
地
』

諸
本
の
う
ち
「
五
衰
殿
の
女
御
が
蘇
生
せ
ず
、
息
子
で
あ
る
王
子
に
供
養

さ
れ
る
」
こ
と
を
語
る
の
み
の
系
統
に
分
類
し
た
も
の
と
同
様
の
モ
ノ
ガ

タ
リ
を
伝
え
る
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
を
も
加
え

て
、「
熊
野
」
に
お
け
る
本
地
モ
ノ
ガ
タ
リ
は
『
旃
陀
越
国
王
経
』
が
原
拠

で
あ
る
と
も
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

二　

  『
旃
陀
越
国
王
経
』、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現

事
」、『
熊
野
の
本
地
』
の
共
通
項

　
『
熊
野
の
本
地
』
諸
本
や
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
た
「
熊
野
権
現
事
」、

さ
ら
に
は
、
そ
れ
ら
の
原
拠
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
『
旃
陀
越
国
王
経
』

に
つ
い
て
は
、
モ
ノ
ガ
タ
リ
の
展
開
に
お
い
て
次
に
あ
げ
る
八
項
目
が
共

通
し
て
い
る
。
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一
、
国
王
の
妃
が
懐
妊
す
る
こ
と

二
、
懐
妊
し
た
妃
が
他
の
妃
か
ら
妬
ま
れ
る
こ
と

三
、
懐
妊
し
た
妃
が
殺
さ
れ
る
こ
と

四
、
王
子
が
誕
生
す
る
こ
と

五
、
妃
の
死
後
、
母
乳
が
出
続
け
る
こ
と

六
、
王
子
が
鳥
獣
と
共
に
暮
ら
す
こ
と

七
、
王
子
が
仏
道
修
行
を
す
る
こ
と

八
、
王
子
が
王
に
会
い
に
行
く
こ
と

　

つ
ま
り
、『
旃
陀
越
国
王
経
』
さ
ら
に
は
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る

「
熊
野
権
現
事
」
に
は
、『
熊
野
の
本
地
』
諸
本
に
語
ら
れ
る
よ
う
な
「
五

衰
殿
の
女
御
（『
旃
陀
越
国
王
経
』
に
は
「
小
夫
人
」
と
あ
り
「
五
衰
殿
の

女
御
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）」
に
関
す
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
詳
細
に
は
語

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
熊
野
の
本
地
』
諸
本
の
一
系
統
に

語
ら
れ
る
「
五
衰
殿
の
女
御
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
に
は
、
観
世
音
菩
薩
信
仰

さ
ら
に
は
『
法
華
経
』
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
の
功
徳
が
語
ら
れ
る

の
み
で
な
く
、『
旃
陀
越
国
王
経
』
さ
ら
に
は
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
た

「
熊
野
権
現
事
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
、
独
自
な
記
述
を
有
す
る
の
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
本
章
冒
頭
に
列
挙
し
た
八
項
目
に
わ
た
る
共
通
点
を
指

摘
で
き
る
『
旃
陀
越
国
王
経
』
つ
ま
り
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊

野
権
現
事
」
や
『
熊
野
の
本
地
』
諸
本
の
原
拠
と
お
ぼ
し
い
漢
訳
仏
典
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。

　
「
旃
陀
越
と
い
う
国
王
は
、
小
夫
人
と
い
う
一
人
の
后
を
寵
愛
し
王
子
を

懐
妊
す
る
。
し
か
し
他
の
夫
人
ら
は
そ
れ
を
妬
み
、
金
を
与
え
た
婆
羅
門

に
、「
生
ま
れ
て
く
る
王
子
は
国
の
患
い
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
偽
の
占

い
の
結
果
を
王
に
伝
え
さ
せ
る
。
王
は
そ
の
偽
の
占
い
を
信
じ
、
婆
羅
門

の
言
う
と
お
り
に
小
夫
人
を
殺
害
し
て
し
ま
う
。
小
夫
人
の
亡
骸
は
葬
ら

れ
る
が
、
塚
の
中
で
王
子
が
誕
生
す
る
。
小
夫
人
の
半
身
は
朽
ち
る
こ
と

な
く
母
乳
が
出
た
た
め
、
王
子
は
成
長
し
て
い
く
。
三
年
後
に
塚
が
崩
れ

る
と
、
王
子
は
鳥
獣
と
戯
れ
て
過
ご
す
。
六
歳
に
な
っ
た
時
に
、
仏
陀
の

化
身
で
あ
る
沙
門
が
現
れ
る
。
そ
し
て
王
子
は
出
家
す
る
こ
と
と
な
る
。

後
に
、
沙
門
が
王
子
を
旃
陀
越
王
の
下
へ
向
か
わ
せ
る
。
王
子
は
王
に
仏

教
へ
帰
依
す
る
こ
と
を
進
め
、
沙
門
の
下
へ
誘
い
、
そ
し
て
王
子
が
旃
陀

越
王
の
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。」

　

つ
ま
り
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
や
『
熊
野
の
本

地
』
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
相
違
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
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（『
旃
陀
越
国
王
経
』、『
神
道
集
』「
熊
野
権
現
事
」、『
熊
野
の
本
地
』
の

相
違
点
に
関
す
る
表
一
）

国
名

妃
の
名

王
の
名

僧
の
名

『
旃
陀
越
国
王
経
』

舎
衛
国

小
夫
人

旃
陀
越
王

沙
門

『
神
道
集
』

「
熊
野
権
現
事
」

摩
訶
陀
国

五
衰
殿
の
女
御

善
財
王

喜
見
上
人

『
熊
野
の
本
地
』

摩
訶
陀
国

五
衰
殿
の
女
御

善
財
王

智
見
上
人

（『
旃
陀
越
国
王
経
』、『
神
道
集
』「
熊
野
権
現
事
」、『
熊
野
の
本
地
』
の

相
違
点
に
関
す
る
表
二
）妃

の
最
期

王
子
誕
生
時
の

状
況

妃
の
亡
骸

王
子
が
僧
と
出

会
っ
た
時
の
年

齢

『
旃
陀
越
国
王
経
』
他
の
妃
達
の
謀

り
に
よ
っ
て
殺

害

五
衰
殿
の
女
御

が
観
音
経
を
読

誦
し
誕
生

白
骨
化
し

た

三
歳

『
神
道
集
』

「
熊
野
権
現
事
」

他
の
妃
達
の
謀

り
に
よ
っ
て
殺

害

五
衰
殿
の
女
御

が
観
音
経
を
読

誦
し
誕
生

水
と
な
っ
て

消
え
た

四
歳

『
熊
野
の
本
地
』

占
い
に
騙
さ
れ

た
王
の
命
令
に

よ
っ
て
殺
害

小
夫
人
の
亡
骸

が
埋
め
ら
れ
た

塚
の
中

記
述
な
し

六
歳

　

国
名
や
人
物
名
の
相
違
な
ど
、『
旃
陀
越
国
王
経
』
が
本
当
に
原
拠
で
あ

る
か
否
か
疑
い
を
持
た
ざ
る
を
得
ず
、
他
に
典
拠
た
る
文
献
の
出
現
を
想

起
さ
せ
も
す
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
松
本
氏
の
指
摘
に
従
い
あ

く
ま
で
も
「
原
拠
」
の
一
つ
と
み
な
す
し
か
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
展

開
に
お
い
て
は
、『
神
道
集
』
や
「
熊
野
の
本
地
」
諸
本
の
一
系
統
（「
五

衰
殿
の
女
御
」
の
蘇
生
以
下
を
含
ま
な
い
系
統
）
の
「
原
拠
」
た
る
内
容

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

で
は
次
に
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
た
「
熊
野
権
現
事
」
と
は
、
ど
う

い
っ
た
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
語
る
の
だ
ろ
う
か
。
松
本
氏
は
『
神
道
集
』
に
収

載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
は
『
旃
陀
越
国
王
経
』
よ
り
も
、
物
語
と
し

て
の
潤
色
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る）

5
（

。 　

五
衰
殿
物
語
の
原
拠
を
「
旃
陀
越
国
王
経
」
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
、

再
び
両
者
を
比
較
す
る
と
、
仏
典
の
説
話
に
比
し
、
五
衰
殿
モ
ノ
ガ

タ
リ
に
は
物
語
と
し
て
の
潤
色
が
非
常
に
豊
か
に
施
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
一
夫
人
が
王
の
寵
愛
を
集
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
経
は

「
王
小
夫
人
、
特
見
珍
重
、
時
兼
娠
」
と
記
す
だ
け
で
あ
る
が
、「
神

道
集
」
で
は
、
五
衰
殿
女
御
は
千
人
の
后
の
中
に
は
再
開
の
悪
女
で

あ
っ
た
の
で
、
王
は
こ
の
女
御
を
捨
置
き
、
そ
の
御
殿
も
荒
れ
る
に

任
せ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
女
御
は
こ
れ
は
過
去
の
宿
業
と
悲
し
み
、

千
手
観
音
に
祈
る
と
、
生
を
替
え
ず
に
三
十
二
相
八
十
種
好
を
具
足

し
て
、
紫
磨
金
色
の
身
と
な
り
、
一
変
し
て
大
王
の
寵
愛
を
一
心
に
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集
め
る
に
至
っ
た
と
述
べ
て
い
る
如
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
松
本
氏
は
「
五
衰
殿
物
語
の
脚
色
の
中
で
、
特
に
問
題
と
な
る

の
は
、
五
衰
殿
女
御
の
殺
害
と
王
子
の
誕
生
、
及
び
そ
の
王
子
を
喜
見
聖

人
な
る
聖
が
救
い
だ
す
条
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る）

6
（

。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
「
神
道
集
」
の
語
る
五
衰
殿
物
語
が
、
原
拠
の

説
話
の
母
の
死
と
児
の
出
生
の
順
序
を
変
え
て
脚
色
を
加
え
た
結
果

は
、
王
子
誕
生
の
奇
瑞
と
女
御
の
最
期
の
様
を
印
象
づ
け
る
上
で
、

効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
は
、『
旃
陀
越

国
王
経
』
と
共
通
し
た
部
分
は
あ
る
も
の
の
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
人
物

像
や
王
子
の
出
生
に
つ
い
て
は
脚
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
に
さ
ら
に
潤
色

を
加
え
て
形
成
さ
れ
た
の
が
、『
熊
野
の
本
地
』
で
あ
る
。
次
に
提
示
す
る

比
較
対
象
表
一
は
、『
旃
陀
越
国
王
経
』
と
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る

「
熊
野
権
現
事
」、『
熊
野
の
本
地
』
を
比
較
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
比
較
対
照
表
一
）

懐
妊

出
産
と
死

蘇
生

垂
迹

『
旃
陀
越
国
王
経
』

○

○

×

×

『
神
道
集
』

「
熊
野
権
現
事
」

○

○

×

○

『
熊
野
の
本
地
』

○

○

○×

○

　
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
と
、『
熊
野
の
本
地
』
を

比
較
し
て
も
、『
熊
野
の
本
地
』
は
潤
色
が
豊
か
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、『
旃
陀
越
国
王
経
』
で
は
王
子
が
主
人
公
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
が
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
や
『
熊
野
の

本
地
』
諸
本
に
お
い
て
は
「
五
衰
殿
の
女
御
」
に
つ
い
て
も
多
く
語
ら
れ
、

モ
ノ
ガ
タ
リ
に
よ
り
深
く
関
与
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
五
衰
殿

の
女
御
が
蘇
生
し
て
、
王
子
や
王
、
彼
ら
を
導
く
僧
侶
と
と
も
に
熊
野
に

飛
来
し
、
神
と
し
て
垂
迹
す
る
」
と
い
う
内
容
は
、『
旃
陀
越
国
王
経
』
さ

ら
に
は
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」、『
熊
野
の
本
地
』

に
お
け
る
一
系
統
に
付
け
加
え
て
語
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
旃
陀
越
国
王
経
』、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
そ
し

て
『
熊
野
の
本
地
』
諸
本
に
共
通
に
語
ら
れ
る
「
五
衰
殿
の
女
御
（『
旃
陀

越
国
王
経
』
に
は
「
小
夫
人
」
と
あ
り
「
五
衰
殿
の
女
御
」
と
は
記
さ
れ
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て
い
な
い
）
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
と
は
、
摩
迦
陀
国
の
大
王
・
善
財
王
に
最

も
寵
愛
さ
れ
た
后
に
つ
い
て
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
で
あ
る
。
し
か
し
、『
神
道

集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
あ
る
い
は
『
熊
野
の
本
地
』
諸
本

の
う
ち
に
も
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
が
、
王
の
寵
愛
ゆ
え
に
他
の
后
た
ち
か

ら
嫉
妬
を
う
け
、
王
子
を
身
ご
も
り
な
が
ら
も
山
中
に
連
れ
さ
ら
れ
、
辛

う
じ
て
出
産
す
る
が
、
出
産
の
後
に
命
を
奪
わ
れ
る
ま
で
を
語
る
テ
ク
ス

ト
が
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
が
蘇
生
し
、
王
子
や

王
、
彼
ら
を
導
く
僧
侶
と
と
も
に
熊
野
に
飛
来
し
、
神
と
し
て
垂
迹
す
る

ま
で
を
語
ら
な
い
テ
ク
ス
ト
が
伝
存
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
『
神
道

集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
語
ら
れ
て
い
な
い
、「
五
衰
殿
の
女

御
」
の
蘇
生
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
付
け
加
え
た
テ
ク
ス
ト
は
形
成
さ
れ

る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
な
ぜ
、
観
音
信
仰
に
裏
付
け
ら
れ
る
、

「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
語
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三　
『
熊
野
の
本
地
』
に
語
ら
れ
る
『
法
華
経
』

　
『
熊
野
の
本
地
』
に
お
け
る
「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
は
、『
神

道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
よ
り
も
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
さ

ら
に
は
『
法
華
経
』
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
の
功
徳
が
詳
細
に
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。『
熊
野
の
本
地
』
で
は
、「
五
衰
殿
の
女

御
」
が
王
の
寵
愛
を
受
け
た
後
、
山
中
に
連
れ
ら
れ
殺
害
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
と
い
う
場
面
が

あ
る
。
な
お
、
こ
の
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
が
観
音
信
仰
の
功
徳
に
よ
っ
て

利
益
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
野
真
麻
理
氏
が
指
摘
し
て
い
る）

7
（

。

　

ま
た
、「
馬
が
観
音
の
化
身
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に
つ
い
て
は
、
櫻
井

陽
子
氏
も
『
法
華
経
』
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
の
海
難
譚
の
解
釈
と

し
て
、
観
音
が
馬
と
な
っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
認
識
が
中
世
に
あ

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る）

8
（

。

　

次
に
掲
げ
る
表
は
、『
熊
野
の
本
地
』
と
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る

「
熊
野
権
現
事
」、『
旃
陀
越
国
王
経
』
も
加
え
て
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
霊

験
譚
と
し
て
語
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
の
比
較
対
照
表
で
あ
る
。

（
比
較
対
象
表
二
）

容
姿
の
変

化
に
つ
い
て
懐
妊
に

つ
い
て

呪
詛
に

つ
い
て

馬
に

つ
い
て

刀
に

つ
い
て

『
旃
陀
越
国
王
経
』

×

×

×

×

×

『
神
道
集
』

「
熊
野
権
現
事
」

○
（
仏
の

姿
に
な
る
）

○

×

×

○

『
熊
野
の
本
地
』

○
（
姿
が
美

し
く
な
る
）

○

○

○

○



167

　

ま
ず
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
に
よ
る
霊
験
譚
は
『
旃
陀
越
国
王
経
』
に
は

描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
た
「
熊
野
権
現
事
」

に
も
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ
っ
て
醜
悪
で
あ
っ
た
容
姿
が
変
化

す
る
、
そ
し
て
大
王
の
寵
愛
を
受
け
て
王
子
を
授
か
る
と
い
う
部
分
は
描

か
れ
て
い
る
も
の
の
、『
熊
野
の
本
地
』
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
呪
詛

を
退
け
る
、
刀
杖
難
を
退
け
る
と
い
う
、
観
世
音
菩
薩
の
霊
験
譚
は
描
か

れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

さ
ら
に
『
熊
野
の
本
地
』
に
は
、
中
野
氏
が
指
摘
す
る
以
外
に
も
、
観

世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
を
描
い
た
場
面
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
王
子
が
、

生
ま
れ
た
後
に
獣
た
ち
に
守
ら
れ
て
育
つ
場
面
で
あ
る
。『
法
華
経
』
の

「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
経
文
が
あ
る）

9
（

。

若
惡
獸
圍
遶　

利
牙
爪
可
怖

念
彼
觀
音
力　

疾
走
無
邊
方

　
『
法
華
経
』
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
で
は
、
観
音
を
信
仰
し
て
い
れ

ば
獣
た
ち
さ
え
も
従
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
体
や
、
王
子
が
獣
た
ち
に
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
の
は
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
指
摘
す
る
観
世
音
菩
薩
信
仰
、
経
典
で
い
え
ば
『
法

華
経
』
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
と
は
『
法
華
経
』
巻
八
第
二
十
五
「
観

世
音
菩
薩
普
門
品
」
が
単
独
で
信
仰
さ
れ
る
場
合
の
名
称
で
あ
る
。『
法
華

経
』
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
は
、
現
世
利
益
を
説
き
、
信
仰
す
れ
ば

現
世
に
お
い
て
利
益
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
解
き
明
か
す
も
の
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、
そ
の
巻
五
第
十
二
「
提
婆
達
多
品
」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
女
性
の
成
仏
を
解
き
明
か
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
女
性
の

仏
教
信
仰
に
寄
与
し
た
経
典
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
女
性
た
ち
が
『
法
華
経
』

の
巻
五
第
十
二
「
提
婆
達
多
品
」
と
、
巻
八
第
二
五
「
観
世
音
菩
薩
普
門

品
」
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、『
熊
野
の
本
地
』
は
観
音
信
仰
の
功
徳
に
よ
る
霊
験
譚
を
付
け

加
え
、『
法
華
経
』
巻
八
第
二
五
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
の
功
徳
を
説

く
、
言
い
換
え
る
と
、『
法
華
経
』
の
功
徳
を
説
く
モ
ノ
ガ
タ
リ
で
あ
っ
た

と
読
み
解
け
る
の
で
あ
る
。

四　

蘇
生
譚
を
含
む
『
法
華
経
』
功
徳
譚

　
『
熊
野
の
本
地
』
が
、『
法
華
経
』
の
功
徳
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
で
あ
る

こ
と
は
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
み
で
な
く
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
が
蘇
生
を

す
る
こ
と
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
蘇
生
を
含
む
功
徳
譚
と
は
、
経
典
の
功

徳
、
な
か
で
も
『
法
華
経
』
の
功
徳
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
に
お
い
て
数
多
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く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、『
大
日
本
法
華
験
記
』（
以
降
、『
法
華
験
記
』
と
す
る
）

「
第
二
十
八　

源
尊
法
師
」
と
、「
第
九
十
七　

阿
武
の
大
夫
入
道
沙
弥
修

覚
」
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
、『
法
華
経
』
の
功
徳
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
に

蘇
生
譚
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

「
第
二
十
八 

源
尊
法
師）

10
（

」

沙
門
源
尊
。
以
幼
童
時
。
離
父
母
家
。
来
住
法
家
。
心
操
軟
浄
。
永

背
不
善
。
稟
持
法
華
。
日
読
誦
数
部
。
未
得
諷
誦
。
盛
年
之
此
。
受

取
重
病
。
数
日
悩
苦
。
即
入
死
門
。
臨
至
冥
途
。
赴
閻
王
庁
。
冥
官

冥
道
首
戴
冠
。
鬼
身
著
欠
掖
。
或
著
甲
冑
。
又
著
裲
襠
。
腰
帯
属
鏤
。

手
捧
戟
鉾
。
或
向
書
案
。
開
笈
櫃
等
。
或
簡
牒
註
記
善
悪
。
見
其
作

法
尤
可
怖
畏
。
傍
有
貴
僧
。
手
執
錫
杖
。
又
持
経
箱
。
即
申
閻
魔
王
。

沙
門
源
尊
。
読
誦
法
華
経
年
序
多
積
。
即
坐
□
座
。
開
箱
受
経
。
即

棒
経
巻
。
従
第
一
巻
至
于
第
八
巻
。
高
音
読
誦
経
。
閻
王
冥
類
。
合

掌
聞
之
。
貴
僧
将
出
。
沙
門
源
尊
令
向
本
国
。
即
見
貴
僧
。
観
世
音

形
也
。
汝
還
本
国
。
能
読
此
経
。
我
加
威
神
。
令
暗
誦
経
。
即
経
一

日
夜
。
即
得
蘇
生
。
重
病
除
癒
。
気
力
尋
常
也
。
従
閻
王
聴
読
経
己

来
。
通
利
前
後
。
悉
皆
憶
持
。
徹
誦
一
部
。
毎
日
読
誦
三
部
法
花
。

二
部
化
也
。
一
部
自
行
。
乃
至
最
後
。
雖
有
少
病
身
心
不
乱
。
誦
法

華
即
遷
化
矣
。

（
一
）
生
前
に
仏
道
種
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

（
二
）
不
本
意
な
死
を
遂
げ
る
こ
と

（
三
）  

死
後
の
世
界
で
生
前
の
仏
道
修
行
の
功
徳
を
認
め
ら
れ
る
こ

と

（
四
）
蘇
生
す
る
こ
と

（
五
）  

蘇
生
後
は
、
死
後
の
世
界
で
契
っ
た
通
り
に
、
仏
道
修
行
に

励
む
こ
と
。

（
プ
ロ
ッ
ト
）

「
第
九
十
七　

阿
武
大
夫
入
道
沙
弥
修
覚）
11
（

」

長
門
国
阿
武
大
夫
入
道
沙
弥
修
覚
。
在
俗
之
間
。
猛
悪
不
善
。
殺
生

放
逸
。
無
有
善
心
。
勢
徳
充
満
国
。
恣
作
悪
行
。
年
老
受
病
。
欲
臨

死
門
。
集
諸
法
師
。
転
読
法
華
。
祈
乞
除
病
延
命
之
由
。
遂
及
死
門
。

諸
僧
皆
去
。
有
一
持
経
者
。
為
後
世
抜
苦
。
向
於
死
人
誦
法
華
経
。

至
第
八
巻
是
人
命
終
為
千
仏
授
手
令
不
恐
怖
不
堕
悪
趣
即
兜
率
天
上

弥
勒
菩
薩
所
弥
勒
菩
薩
有
卅
二
相
大
菩
薩
衆
所
共
囲
繞
之
文
。
此
死

人
甦
。
起
居
合
掌
。
聞
此
文
。
従
眼
出
涙
。
歓
喜
進
僧
。
令
誦
六
七

反
。
言
聖
人
云
。
我
向
冥
道
。
悪
鬼
駈
追
将
去
。
誦
此
文
時
。
天
童

子
来
。
将
還
我
。
令
向
人
界
。
作
是
語
己
。
所
悩
除
癒
。
即
発
道
心
。

剃
除
頭
髪
。
出
家
入
道
。
其
後
数
年
。
持
法
華
経
。
一
心
読
之
。
道
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心
堅
固
。
永
留
悪
心
。
作
善
為
志
。
乃
至
最
後
。
作
種
々
善
根
。
請

諸
沙
弥
。
令
読
法
華
。
我
亦
読
経
。
一
心
念
仏
。
成
就
正
念
。
而
帰

無
常
。
傍
僧
夢
見
。
威
儀
具
足
。
語
諸
僧
言
。
我
今
依
妙
法
力
。
得

生
兜
率
天
矣
。

（
一
） 

生
前
に
、
仏
教
を
信
仰
し
て
い
る
こ
と

（
二
）
不
本
意
な
死
を
遂
げ
る
こ
と

（
三
）
他
者
の
供
養
を
得
る
こ
と

（
四
）
蘇
生
す
る
こ
と

（
五
）  

蘇
生
後
は
仏
道
修
行
に
励
み
、
死
後
は
天
界
に
生
ま
れ
る
こ

と

　

法
華
経
功
徳
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
に
蘇
生
譚
を
組
み
込
む
例
で
あ
る
が
、

こ
う
い
っ
た
蘇
生
譚
を
組
み
入
れ
た
法
華
経
の
功
徳
譚
に
は
、
次
の
よ
う

な
展
開
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
生
前
に
仏
道
修
行
を
す
る
（
あ
る
い
は
仏
教
を
信
仰
す
る
）

（
二
）
病
な
ど
に
よ
っ
て
、
不
本
意
な
死
を
遂
げ
る
。

（
三
）  

死
後
の
世
界
で
、
生
前
の
仏
道
修
行
の
功
徳
を
認
め
ら
れ
る
。

（
あ
る
い
は
他
者
の
供
養
を
得
る
）

（
四
）
蘇
生
す
る
。

（
五
）  

蘇
生
後
は
、
死
後
の
世
界
で
仏
と
契
っ
た
通
り
、
往
生
の
た
め

に
更
な
る
仏
道
修
行
に
励
む
。（
そ
の
後
に
天
界
な
ど
に
往
生

す
る
）

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
蘇
生
譚
を
持
つ
功
徳
譚
は
、『
法
華
験
記
』
に
限
ら

ず
、『
今
昔
物
語
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
法
華
経
の
功
徳
譚
」
を
伝
え
る
説

話
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
か
ら
巻
十
四

に
は
、『
法
華
経
』
を
中
心
と
す
る
経
典
の
霊
験
功
徳
譚
な
ど
が
収
載
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
蘇
生
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
は
『
今
昔
物
語
集
』
に
二
十

六
話
、『
法
華
験
記
』
に
八
話
収
載
さ
れ
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
生
前
に
観
世
音
菩
薩
を
信
仰
し
、
謀
り
に
よ
っ
て
命
を
落
と

し
た
後
に
、
王
子
や
聖
人
の
供
養
に
よ
っ
て
蘇
生
し
、
熊
野
に
仏
の
化
身

と
し
て
垂
迹
す
る
と
い
う
「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
、
蘇
生

譚
を
持
つ
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、『
熊
野
の
本
地
』
に
お
け
る
「
五
衰
殿
の
女

御
」
モ
ノ
ガ
タ
リ
は
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
つ
ま
り
『
法
華
経
』
の
功
徳
を

語
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
蘇
生
を
語
る
こ
と
は
、「
五

衰
殿
の
女
御
」
を
主
人
公
と
し
て
『
熊
野
の
本
地
』
を
語
る
た
め
に
不
可

欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
度
命
を
落
と
し
た
後
に
蘇
生
す
る
と
い
う
こ
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と
は
『
法
華
経
』
信
仰
の
功
徳
を
説
く
モ
ノ
ガ
タ
リ
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
が
蘇
生
す
る
と
い
う
モ
ノ
ガ

タ
リ
は
、『
法
華
経
』
信
仰
の
功
徳
を
説
く
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
し
て
形
成
さ
れ

る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
に

は
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
内

容
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、

熊
野
信
仰
に
お
け
る
『
法
華
経
信
仰
』
の
定
着
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
『
法
華
経
』
信
仰
の
功
徳
を
説
く

モ
ノ
ガ
タ
リ
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
は
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
す
な
わ

ち
女
性
た
ち
が
救
わ
れ
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
し
て
存
在
す
る
た
め
に
、
女
性

が
信
仰
し
た
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
救
わ
れ
よ
う
と
し
た
女
性
た
ち
の
信

仰
の
証
を
モ
ノ
ガ
タ
リ
に
よ
っ
て
具
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
女
性
た
ち
の
信
仰
の
場
で
あ
っ
た
熊
野
に
お
い
て
、
そ
の
縁
起
と
し

て
語
ら
れ
た
『
熊
野
の
本
地
』
に
、「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
が

形
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
過
程
に
は
、
熊
野
に
お
い
て
実
際
に
行
わ
れ
て
い

た
だ
ろ
う
信
仰
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

ま
と
め

　

小
稿
で
は
、『
熊
野
の
本
地
』
に
語
ら
れ
る
「
五
衰
殿
の
女
御
の
モ
ノ
ガ

タ
リ
」
が
『
法
華
経
』
の
功
徳
に
よ
っ
て
天
界
に
生
ま
れ
る
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
『
法
華
経
』
の
功
徳
譚
を
踏
ま
え
つ
つ
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
た）
12
（

。
ま
た
蘇
生
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
功
徳
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
女
性
が
『
法
華
経
』
の
功
徳
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
や
が
て
は
神

と
し
て
垂
迹
す
る
と
い
う
モ
ノ
ガ
タ
リ
に
変
容
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

熊
野
と
い
う
信
仰
の
場
に
お
い
て
、
女
性
が
救
わ
れ
る
縁
起
を
唱
導
す
る

こ
と
は
、
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

熊
野
で
唱
導
さ
れ
る
べ
き
縁
起
は
、
本
来
な
ら
ば
、
王
子
が
神
と
し
て

垂
迹
す
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
で
あ
り
、
そ
の
関
係
者
も
と
も
に
勧
請
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
語
れ
ば
良
か
っ
た
は
ず
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
王
子
の
母
、
つ
ま

り
女
性
で
あ
る
「
五
衰
殿
の
女
御
が
神
と
し
て
垂
迹
し
、
熊
野
に
勧
請
さ

れ
た
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
熊
野
は
「
女
性
た
ち
の

信
仰
の
場
」
と
し
て
印
象
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
熊

野
の
縁
起
と
し
て
語
ら
れ
た
『
熊
野
の
本
地
』
に
、「
五
衰
殿
の
女
御
の
モ

ノ
ガ
タ
リ
」
が
加
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、
実
際
に
、
熊
野
に
お
い
て
展
開

し
た
で
あ
ろ
う
信
仰
世
界
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
王
子
を
出
産
し
た
後
に
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ
っ
て

「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
首
が
切
れ
ず
に
、
命
を
落
と
す
こ
と
な
く
王
子
を
育

て
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
な

ぜ
、
そ
の
よ
う
な
展
開
を
持
た
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
五
衰
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殿
の
女
御
」
の
願
い
は
、
自
分
が
助
か
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
命
に

代
え
て
で
も
王
子
の
命
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、

母
親
と
し
て
の
「
五
衰
殿
の
女
御
」
の
姿
を
描
く
こ
と
で
、
女
性
の
共
感

を
呼
び
起
こ
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

熊
野
権
現
と
い
え
ば
、
そ
の
信
仰
を
全
国
に
広
め
歩
い
た
熊
野
比
丘
尼

と
呼
ば
れ
る
女
性
宗
教
者
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
熊
野
比
丘
尼
た
ち

は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
活
躍
し
、「
那
智
参
詣
曼
荼
羅
」
や
「
熊
野
観

心
十
界
図
」
を
主
に
女
性
た
ち
に
絵
解
き
し
て
布
教
・
勧
進
活
動
に
従
事

し
て
い
た
が
、
こ
の
『
熊
野
の
本
地
』
も
絵
解
き
の
台
本
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
熊
野
比
丘
尼
の
語
り
を
通
し
て
、

女
主
人
公
五
衰
殿
の
苦
悩
は
女
性
た
ち
の
共
感
を
呼
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
五
衰
殿
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
物
語
は
、
苦
し
む
神
を
描
く
本
地
物
の
代

表
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
苦
し
む
女
性
、
苦
し
む
母
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
で
も
あ

る
。
そ
の
、
苦
し
む
女
性
で
あ
り
母
で
あ
る
「
五
衰
殿
の
女
御
」
が
救
わ

れ
る
と
い
う
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
付
け
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
女
性
が
信
仰
す

る
場
と
し
て
熊
野
と
い
う
聖
地
を
印
象
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

〔
注
〕

（
1
） 

松
本
隆
信
氏
「「
熊
野
の
本
地
」
考
序
説
」（
民
衆
宗
教
史
叢
書
二

一
『
熊
野
信
仰
』
宮
家
準
氏
編
所
収
、
一
九
九
〇
年
、
雄
山
閣
出
版
株

式
会
社
）

 

松
本
隆
信
氏
「
熊
野
の
本
地
」（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』、
岩
波
書

店
）

 

松
本
隆
信
氏
「
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
（
四
）
―
本
地
物
の
成

立
と
北
野
天
神
縁
起
―
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
十
四
、
一
九
七
七
年

十
二
月
）

（
2
） 

「「
熊
野
の
本
地
」
考
序
説
」（
民
衆
宗
教
史
叢
書
二
一
『
熊
野
信

仰
』
宮
家
準
氏
編
所
収
、
一
九
九
〇
年
、
雄
山
閣
出
版
株
式
会
社
）

（
3
） 

「
熊
野
の
本
地
」（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』、
岩
波
書
店
）

（
4
） 

こ
の
二
系
統
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

（
5
） 

松
本
隆
信
氏
「「
熊
野
の
本
地
」
考
序
説
」（
民
衆
宗
教
史
叢
書
二

一
『
熊
野
信
仰
』
宮
家
準
氏
編
所
収
、
一
九
九
〇
年
、
雄
山
閣
出
版
株

式
会
社
）

（
6
） 

松
本
隆
信
氏
「「
熊
野
の
本
地
」
考
序
説
」（
民
衆
宗
教
史
叢
書
二

一
『
熊
野
信
仰
』
宮
家
準
氏
編
所
収
、
一
九
九
〇
年
、
雄
山
閣
出
版
株

式
会
社
）

（
7
） 
中
野
真
麻
理
氏
「『
熊
野
の
本
地
』
私
注
」（『
成
城
国
文
学
』
九　

一
九
九
三
年
三
月
）

（
8
） 

『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証
』（
編
者 

水
原
一　

発
行
所 

新
典
社　
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一
九
九
二
年
五
月
三
〇
日
）

（
9
） 
『
法
華
経
（
下
）』（
訳
注
者　

坂
本
幸
男　

岩
本
裕 

発
行 

岩
波
書

店
）

（
10
） 

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記　

校
本
・
索
引
と
研
究
』（
編
著 

藤
井
俊

博
発
行
所 

和
泉
書
院 
一
九
九
六
年
二
月
二
十
八
日
）

（
11
） 

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記　

校
本
・
索
引
と
研
究
』（
編
著 

藤
井
俊

博
発
行
所 

和
泉
書
院 

一
九
九
六
年
二
月
二
十
八
日
）

（
12
） 

蘇
生
す
る
と
い
う
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
渡
辺

守
邦
氏
は
、「
本
地
物
の
一
般
的
な
型
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。

 

　

本
地
物
と
は
、
神
仏
の
前
世
物
語
と
垂
迹
譚
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら

で
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
構
造
を
概
略
的
に
言
っ
て
み
れ
ば
、

発
端
に
申
し
子
譚
、
父
母
と
の
死
別
な
ど
が
有
っ
て
、
主
人
公
の
さ
ま

ざ
ま
な
苦
難
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
死
を
経
て
終
末
の
部
分
で
蘇
生
し

垂
迹
を
す
る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
型
で
あ
る
。

 

（「
本
地
物
語
類
研
究
序
説
（
一
）
―
女
性
の
文
芸
の
見
地
か
ら
―
」

『
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
、
一
九
六
九
年
三
月
））

 

　
『
熊
野
の
本
地
』
も
、
渡
辺
氏
の
指
摘
に
沿
っ
て
読
み
解
く
こ
と
は
で

き
る
。
し
か
し
、
小
稿
の
考
察
か
ら
蘇
生
譚
は
本
地
物
の
一
般
的
な
型

で
あ
る
以
前
に
、『
法
華
経
』
の
功
徳
譚
を
語
る
た
め
の
プ
ロ
ッ
ト
で
あ

っ
た
と
指
摘
す
る
。

（
お
が
わ　

み
ち
よ
／
本
学
大
学
院
生
）


